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トリアゾ-ル環を架橋部にもつ トリアゾ-ル連結デオキシリボ核酸 (TLDNA ) を開発した.はじめに,檎
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次に合成 したチミン型単量体3を伸長単位として,固相合成を利用 したTLDNA 多量体の合成法を開発
した (Scheme2).固相担持した単量体 5に対し,3を銅触媒存在下で混合 したところ付加環化反応が良
好に進行し,固相担持した2量体が得られた.さらにシリル基の除去と付加環化反応を繰り返 し,最後に
アンモニア水による固相からの切り出しにより, TLDNA IO量体 6を5から19段階,総収率 0.61%の収率
で合成 した.得られた6は天然 DNA 相補鎖と二重鎖を形成 し,その融解温度が天然 DNA どうしの二重
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連結オリゴヌクレオチ ドは天然 DNAオリゴヌクレオチド10量体と二重 らせんを形成 し,その安定性は
天然DNA二重鎖をはるかに超えるものであることを明らかにしている.
第三章では, トリアゾール連結オリゴヌクレオチドを酵素の基質として用いる新 しい機能の開拓研究が
まとめられている.この研究では, トリアゾール連結オリゴヌクレオチ ドがmRNAの逆転写反応での開
始鎖として機能することを兄いだした.逆転写反応においては,mRNAの3-末端ポリアデニル部位にの
み開始鎖が結合することで,全RNA中からmRNAを選択した逆転写反応が実現されている.従前の人工
核酸が遺伝情報の伝達阻害を行うものであるのに対 し,情報伝達の促進や略奪を可能とする新規性の高い
機能が開拓されている.
第四章は,研究成果のまとめと展望が述べられている.
以上,本論文は,藤野氏が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
している.したがって,藤野智子氏提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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